
「
羅
生
門
」
が
今
昔
物
詣
に
索
材
を
と
っ
た
王
朝
物
で
あ
る
の
に

対
し、
「
仙
人
」
は
中
国
の
困
窮
し
た
生
活
者
を
索
材
に
し
た
異
国

物
で
あ
り、
さ
ら
に、
対
照
的
な
主
人
公
の
性
格
と
か
引
件
的
結
未

の
相
迎
な
ど
も
加
わ
り、
両
者
の
作
品
は、
異
門
な
特
性
を
強
く
邁

じ
さ
せ
る。
し
か
し、
両
者
の
劇
展
開
を
丹
念
に
紐
み
比
ぺ
て
み
る

時、
そ
こ
に
は、
意
外
に
共
通
し
た
詔
盗
パ
タ
ー
ン
と
劇
構
成
が
認

め
ら
れ
る
の
で
あ
る。

認
識
パ
タ
ー
ン
は、
二
者
択一
の
相
剋
絡
藤
の
中
か
ら
新
た
な
可

能
性
を
探
り
出
し
て
い
こ
う
と
す
る
倫
理
的
求
道
型
と
い
え
る
の
で

あ
る
が、
プ
ロ
ッ
ト
に
沿
う
劇
葛
様
の
緊
迫
し
た
状
況
設
定
に
は、

或
る
特
定
の
暗
い
イ
メ
ー
ジ
形
象
へ
と
陰
斜
し
て
い
く
芥
川
の
執
拗

な
罰
迫
が
強
く
関
っ
て
い
る
の
で
あ
る。
そ
こ
に
構
築
さ
れ
る
怪
異

は

じ

め
に 「

羅

生

門
」

小

考

「
羅
生
門
」
と
「
仙
人
」
の
共
通
的
要
素

的
な
非
日
常
的
世
界
と
か
意
外
的
要
素
は、
求
迫
的
な
認
滋
志
向
を

弱
小
化
す
る
危
険
性
を
持
っ
て
い
る
と
も
い
え
よ
う。

こ
の
小
論
で
は、
ま
ず、
「
羅
生
門
」
と
「
仙
人
」
と
の
共
通
的

要
索
を

竪辿
し、
次
い
で、
陪
い
形
象
イ
メ
ー
ジ
に
粕
む
芥
川
の
主

要
モ
チ
ー
フ
を
抑
え、
最
後
に、
「
イ
ワ
ン
・
イ
リ
ッ
チ
の
死
」
の

彩
縣
の
も
と
に
追
む
芥
川
の
新
た
な
生
の
認
謀
方
向
を
尋
ね
て
み
た

、
。「

仙
人
」
の
発
表
さ
れ
た
の
は
第
四
次
「
新
思
潮
」
（
大
正
五
年

八
月）
で
あ
る
が、
執
箪
時
期
は
大
正
四
年
七
月
で
あ
る。
吉
田
精

一
氏
は、
吉
田
弥
生
と
の
恋
愛
の
破
局
に
よ
っ
て
背
負
っ
た
芥
川
の

、
注
工

苦
憐
に
沿
目
さ
れ

「
以
前
か
ら
の
厭
世
的
な
依
向
は
こ
の
失

ー
形
象
イ
メ
ー
ジ
を
手
掛
り
に

ーーー＇

吉

田

俊

彦
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恋
に
よ
る
新
し
い
経
験
に
よ
っ
て
、
一

愚
拍
車
を
か
け
ら
れ
た
こ
と

と
思
は
れ
る
。

失
恋
以
後
に
は
じ
め
て
成
稿
し
た
小
説
「
仙
人
」（
大

正
四
年
七
月
二
十
三
日
稿
）
に
は、

さ
う
し
た
苅
ら
寒
い
彼
の
気
持

が
赤
む
け
に
語
ら
れ
て
ゐ
る
」
と
述
ぺ
て
お
ら
れ
る
が、

李
小
二
の

心
理
描
出
部
に
は
、

確
に
、

失
恋
時
に
お
け
る
芥
川
の
苦
悩
の
様
子

を
明
確
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

「

人
並
に
生
き
て
ゆ
か
う
と
云
ふ
気
さ
へ
、

未
練
未
釈
な
く
枯
ら

し
て
し
ま
ふ
」
（

上
）

李
小
二
の
姿
は、

吉
田
弥
生
と
の
恋
愛
の
破

．

綻
に
よ
っ
て
絶
望
的
状
況
に
陥
れ
ら
れ
た
芥
川
の
困
惑
す
る
姿
で
あ

り、

ま
た
、

「

何
故
生
き
て
ゆ
く
の
は
苦
し
い
か
、

何
故、

苦
し
く

と
も、

生
き
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
」
「

考
へ
て
見
た
事
が

な
い
」
（

同
）

が
、

「

そ
の
苦
し
み
を、

不
当
だ
と
は
、

思
っ
て
」
．

「
そ
の
苦
し
み
を
与
へ
る
も
の
を
」
「

無
意
識
な
が
ら
憎
ん
で
ゐ
る
」

（

同
）

李
小
二
の
気
持
は、

養
父
母、

伯
母
の
気
持
に
素
直
に
従
い

な
が
ら
も、

無
意
諧
の
う
ち
に
嵩
じ
て
い
た
芥
川
の
抑
え
が
た
い
不

．

満
と
か
反
抗
心
に
外
な
ら
な
い
。

そ
し
て
、

「

風
雪
の
一

日
を、

客

舎
の
一

室
で
、

暮
ら
す
時
」
「
空
腹
を
か
か
へ
な
が
ら、

五
匹
の
鼠

に
向
っ
て
」
「

辛
抱
し
ろ
よ
」
（

同
）

と
呟
＜
李
小
二
の
「
ど
う
せ

．

生
き
て
ゐ
る
か
ら
に
は
、

苦
し
い
の
は
あ
た
り
前
だ
と
思
へ
。

そ
れ

も、

鼠
よ
り
は
、

い
く
ら
人
間
の
方
が
、

苦
し
い
か
知
れ
な
い
ぞ
」

（

同
）

と
い
う
想
念
は、

生
の
苦
悩
を
宿
命
的
な
存
在
苦
と
し
て
甘

．
受
し、

行
動
性
を
欠
い
た
相
対
化
の
思
弁
処
理
に
よ
っ
て
救
抜
を
図

ろ
う
と
す
る
芥
川
の
消
極
的
な
生
の
姿
勢
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

「
ひ
よ
っ
と
こ
」
に
お
い
て、

酒
の
力
を
借
り、

し
か
も
ひ
よ
っ

と
こ
面
で
素
顔
を
隠
し
な
が
ら
馬
鹿
踊
り
に
眈
る
道
化
師、

平
吉
を

造
形
し、

正
気
の
自
分
と
酪
配
し
た
自
分
と
の
ど
ち
ら
が
本
当
の
自

分
な
の
か
「

判
然
と
わ
か
ら
な
」
く
な
ろ
自
己
喪
失
の
危
機
と
か、

あ
る
い
は
ま
た
、

「

人
と
話
し
て
ゐ
る
と
自
然
に
云
は
う
と
も
思
は

な
い
嘘
が
出
て
し
ま
ふ
」

自
己
欺
隔
の
危
険
を
捉
え
た
芥
川
は、

下

町
的
精
神
風
土
に
染
っ
た
己
れ
の
危
機
的
原
質
を
す
で
に
見
定
め
て

い
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
が
、

こ
う
し
た
芥
川
に
と
っ
て
、

自
己
本

来
の
生
活
の
獲
得
は
、

焦
眉
の
課
題
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

「

仙

人
」
に
お
け
る
李
小
二
の
「
相
対
の
論
理
」
の
確
立
は
そ
の
た
め
の

第
一

歩
で
あ
り、

「

羅
生
門
」
に
お
け
ろ
下
人
の
「
反
射
的
情
動
」

へ
の
傾
斜
は、

さ
ら
に
前
進
を
図
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

問
題
は、

こ
の
論
理
と
か
情
動
が
具
体
的
に
ど
う
形
象
化

さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「

仙
人
」
の
発
端
部
に
お
け
る
李
小
二
は、

「

人
並
に
生
き
て
ゆ

か
う
と
云
ふ
気
さ
へ
、

未
棟
未
釈
な
く
枯
ら
し
て
し
ま
ふ
」
（

上
）

不
安
の
も
と
に
あ
り
な
が
ら
も、

「

す
べ
て
の
東
洋
人
の
や
う
に
」

（

同
）

宿
運
の
前
に
屈
従
し
て
生
き
て
い
く
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
、

「

羅
生
門
」
の
発
端
部
に
お
け
ろ
下
人
が
「
ど
う
に
も
な
ら
な
い
事

を、

ど
う
に
か
す
る
為
に
は
、

手
段
を
選
ん
で
ゐ
る
退
は
な
い
。

選

ん
で
ゐ
れ
ば、

築
土
の
下
か
、

道
ば
た
の
土
の
上
で
、

饒
死
を
す
る
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ば
か
り
で
あ
る
」
と
い
う
極
限
的
状
況
を
明
確
に
認
識
し
な
が
ら
も、

「
盗
人
に
な
る
」
「
勇
気
」
を
出
せ
ず
た
じ
ろ
い
で
い
る
心
境
に
対

応
す
る
も
の
で
あ
る。

発
端
部
に
引
続
き、

展
開
部
に
お
い
て
も
同
様
の
対
応
が
見
ら
れ

る。

そ
れ
は、
李
小
二
と
老
道
士
と
が
選
遇
す
る
「
山
神
閣
」
（
中）

の
場
面
と
下
人
と
老
婆
と
が
迎
遇
す
る
捜
上
の
場
面
と
の
対
応
で
あ

る。

主
人
公
は、

共
に、

副
主
人
公
に
触
発
さ
れ
な
が
ら
多
様
な
心

理
の
変
貌
相
を
見
せ、
や
が
て、

主
客
転
倒
の
転
身
劇
を
演
じ
る
の

で
あ
る。

と
こ
ろ
で
固
5
可
思
議
な
臥
碑
心
理
の
変
貌
相
を
捉
え
る
こ
の
楊

面
設
定
は、
小
堀
桂一
郎
氏
や
石
割
透
氏
の
指
摘
に
あ
る
よ
う
に、
フ

レ
デ
リ
ッ
ク
・
プ
ウ
テ
工
の
「
橋
の
下
」
か
ら
強
い
影
響
を
受
け
て

い
る
の
で
あ
る
が、

作
品
を
総
体
的
に
捉
え
て
い
く
時、

そ
こ
に
は、

自
ら、

芥
川
固
有
の
特
質
が
見
え
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
る。
こ
こ

で、
「
橋
の
下
」
「
仙
人
」
「
羅
生
門
」
三
作
の
湯
面
設
定
と
結
末

部
の
形
象
性
に
注
目
し
て
み
た
い。

「
橋
の
下
」
の
世
界
を
包
み
込
む
も
の
は、

真
暗
な
夜
の
問
で
あ

る。
こ
の
湘
の
底
に
は、
「
漬
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
処
女
の
純
潔
に

鬱
へ
て
も
好
い
や
う
」
な
哀
白
い
営
が
積
っ
て
お
り、

そ
の
消
澄
な

間
の
静
疏
は、

誼
要
な
奥
行
き
を
作
っ
て
い
る。
「
穴
だ
ら
け
」
の

「
鼠
色
の
外
套
」
を
は
お
り
「
疫
せ
衰
え
」
な
が
ら
も、

美
し
い

「
青
金
削
石
」
の
輝
き
を
生
活
手
段
に
決
し
て
用
い
よ
う
と
は
し
な

い
副
主
人
公、

老
爺
が、

小
心
な
主
人
公
の
低
俗
な
生
活
欲
の
威
圧

を
払
い
の
け
て
吐
き
出
す
言
葉
の
余
韻
は、
こ
の
清
澄
な
雪
夜
の
隠

の
静
疏
に
美
し
く
吸
引
さ
れ
て
い
く
も
の
で
あ
る。
ま
た、

副
主
人

公、

老
爺
が
「
雪
に
全
身
を
包
ま
れ
」
「
深
い
雪
を
踏
」
み
な
が
ら

夜
の
闇
に
消
え
て
い
く
作
品
末
尾
の
余
韻
は、

主
人
公、
一
本
腕
の

「
い
づ
れ
四
文
も
し
な
い
ガ
ラ
ス
玉
か
何
か
だ
ら
う
」
と
い
う
侮
双

の
呟
き
と
か
「
い
つ
も
の
穴
に
も
ぐ
り
込
む
」
安
息
感
を
大
き
く
凌

屈
し、

よ
り
高
次
な
生
へ
の
道
を
暗
示
す
る
力
を
持
っ
て
い
る。
こ

の
奥
行
き
と
余
韻
を
支
え
る
も
の
は、

作
者
プ
ウ
テ
工
の、

日
常
的

確
執
を
突
き
抜
け
た
涵
貴
な
美
へ
の
協
憬
と
そ
れ
を
象
徴
す
る
行
金

剛
石
と
営
の
芙
的
イ
メ
ー
ジ
の
力
と
い
え
よ
う。

こ
れ
に
対
し、
「
仙
人
」
の
世
界
を
包
み
込
む
も
の
は、
「
霙
ま

じ
り
の
雨
」
（
中
）
脚
の
音
と
蒋
い
暗
が
り
で
あ
る。
暗
が
り
に
浮

ぷ
「
首
が
な
い
」
（
同
）
判
官
の
一
体
と
「
鼻
が
飽
け
」
「
緑
面
朱

髪
で、
浮
淳
な
顔
」
（
同
）
の
小
鬼
一
体
は、
「
橋
の
下
」
に
は
見

ら
れ
な
い
妖
気
を
漂
わ
せ
て
い
る。
「
鳥
が
巣
を
く
ひ
さ
う
な
頭
」

（
同
）
を
し、
「
烏
の
嘴
の
や
う
に
曲
っ
た、

鍵
鼻
」
（
同
）
を
持

ち、

そ
し
て、
「
烏
が
嗚
く
や
う
な、

鋭
い、

し
は
が
れ
た
声
」

（
同
）
で
笑
う
「
見
苦
し
い
老
人
」
（
同
）
の
無
気
味
な
感
じ
は、

こ
の
妖
気
と
微
妙
に
呼
応
す
る
も
の
で
あ
る。
ま
た、

展
開
部
末
尾

に
お
い
て、

副
主
人
公、

老
道
士
が
主
人
公、

李
小
二
に
見
せ
る
仙

術
の
不
思
議
な
力
の
意
外
性
と
「
死
苦
共
に
脱
し
得
て
甚、

無
郡
な
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り。
仙
人
は
若
か
ず、

凡
人
の
死
苦
あ
る
に
」
と
い
う
結
末
部
に
お

い
て
老
道
士
が
語
る
高
邁
な
人
生
観
の
意
外
性
は、

過
剰
な
思
い
や

．

り
を
も
っ
て
他
者
本
位
に
生
き
る
李
小
二
の
相
対
の
論
理
と
善
意
と

を
大
き
く
凌
駕
し、
よ
り
高
次
な
解
脱
の
境
地
を
示
唆
す
る
力
を
持

っ
て
い
る。
こ
の
暗
い
無
気
味
な
奥
行
き
と
意
外
性
の
余
韻
を
支
え

る
も
の
は、

合
理
性
と
か
自
己
存
在
の
基
底
を
脅
か
す
日
常
現
実
の

無
気
味
な
力
に
対
す
る
芥
川
の
底
知
れ
な
い
不
安
と
恐
悧
と
諦
念
と、

そ
し
て、

そ
れ
ら
の
投
彩
す
る
暗
い
動
物
的
イ
メ
ー
ジ
の
力
と
い
え

よ
う。

「
羅
生
門
」
に
お
け
る
芥
川
は、
「
仙
人
」
の
苅
暗
が
り
の
妖
気

と
そ
れ
を
具
象
化
す
る
暗
い
動
物
的
イ
メ
ー
ジ
を
厳
密
に
選
択
し、

そ
し
て、＇
「
仙
人
」
の
主
人
公、

李
小
二
の
他
者
本
位
の
生
と
相
対

の
論
理
に
対
す
る
反
措
定
を
試
み
た
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か。

「
羅
生
門
」
の
世
界
を
包
み
込
む
夜
の
暗
開
は、
「
仙
人
」
の
世
界

に
比
べ
て
よ
り
濃
く、

暗
湖
に
揺
れ
る
明
り
の
中
の
死
体
は、
「
仙

・

人
」
の
判
官、

小
鬼
の
奇
型
の
立
像
よ
り
も
よ
り
無
気
味
な
も
の
と

い
う
こ
と
が
で
き
る。

羅
生
門
の
楼
上
へ
と
上
る
主
人
公、

下
人
の
緊
張
感
に
満
ち
た
様

子
を
「
猫
の
や
う
に
身
を
ち
ぢ
め
て、

息
を
殺
し
」
「
守
宮
の
や
う

に
足
音
を
ぬ
す
ん
で
」
上
る
姿
と
し
て、

動
物
的
な
イ
メ
ー
ジ
に
定

沼
さ
せ
る
芥
川
は、

楼
上
の
暗
脆
に
揺
れ
る
明
り
の
中
の
老
婆
の
姿

•
も
同
様
に、
「
猿
の
や
う
な
老
婆
」
と
い
う
動
物
的
イ
メ
ー
ジ
と
し

動
物
的
イ
メ
ー
ジ
と
は
対
照
的
な
梢
物
的
イ
メ
ー
ジ
を
中
心
に
美

し
く
形
象
化
さ
れ
た
代
表
的
短
編
作
品
の
―
つ
に
は、

夏
目
漱
石
の

「
歩
十
夜
」
（
第
一
夜
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る。
芥
川
の
習
作

「
死
相
」
は、
こ
の
「
拶
＋
夜
」
（
第一
夜
）
の
強
淮
認
響
下
に
制

作
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
が、
「
死
相
」
の
芥
川
は、
「
邪
十
夜
」

形
象
イ
メ
ー
ジ
と
認
撤
志
向

て
捉
え
て
い
る。
こ
の
よ
う
な
形
象
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
下
人
と
老
婆

の
対
決
の
劇
は、

当
然、
「
思
慈
」
の
も
と
に
成
立
す
る
は
ず
の
も

の
で
は
な
い。

下
人
の、

反
射
的
な
自
然
情
勁
へ
の
傾
斜
は、
こ
の

動
物
的
イ
メ
ー
ジ
形
象
か
ら
み
て
必
然
の
帰
結
で
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
が
で
き
る。

老
婆
が
何
を
し
て
い
た
か
を
詰
問
す
る
下
人
に
対
し、
「
稔
の
暗

く
や
う
な
声
」
で
返
答
す
る
老
婆
の
声
は、
「
仙
人
」
の
老
道
士
の

声
に
遡
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
あ
り、

ま
た、

下
人
に
己
れ
の
行

為
を
弁
明
し
は
じ
め
る
老
婆
の
「
驀
の
つ
ぷ
や
く
よ
う
な
声
」
は、

や
が
て、
「
妖
婆
」
の
世
界
の
怪
異
性
を
支
え
る
重
要
な
動
物
的
ィ

メ
ー
ジ
ヘ
と
発
展
し
て
い
く
も
の
で
あ
る。

「
羅
生
門
」
の
動
物
的
イ
メ
ー
ジ
は、
「
煙
草
と
悪
閥
」
「
運
」

「
愉
盗
」
「

地獄変
」
．．．．．
 へ
と
継
承
さ
れ
な
が
ら、

芥
川
文
学
の
璽

要
な
特
性
を
形
成
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か。
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・（
第
一
夜
）
の
持
つ
苫
立
が
永
生
と
結
び
つ
く
刹
那
の
高
貸
な
美
」

を
徹
底
的
に
拒
否
し、

不
吉
な
死
の
宿
運
に
脅
か
さ
れ
る
底
知
れ
な

い
不
安
の
暗
さ
の
形
象
に
向
っ
て
お
り、

こ
の
両
作
の
間
に
は、

見

事
な
対
照
的
特
徴
が
浮
び
出
て
い
る。
「
長
い
髪
」
と
「
底
に
溢
か

い
血
の
色
が
程
よ
く
差
し
て
」
い
る
「
真
白
な
頌
」
と
「
赤
い
唇
」

を
持
つ
「
夢
十
夜
」
（

第
一
夜
）
の
「
女
」

に
対
し、
「
毛
が
一
本

．

も
な
」
い
頭
と
「
褐
色
」
の
頬
と
「
干
か
ら
び
」
「
黒
ず
ん
だ
紫．」

色
の
唇
を
持
つ
「
死
相
」
の
「
易
者
」

、

ま
た、
「
透
き
徹
る
程
深

く
見
え
る
」
「
黒
眼
」
を
見
開
き、

語
り
手
の
「
自
分
」
に
死
の
不

吉
な
か
げ
り
を
見
せ
る
こ
と
も
な
く、

再
会
の
甘
芙
な
成夕
を
抱
か
せ

る
「
夢
十
夜
」
（

第
一
夜
）
の
「
女
」

に
対
し、
「
向
い
合
っ
て
ゐ

る
の
が
厭
に
な
」
る
眼
で
も
っ
て、

語
り
手
の
「
自
分
」

に
死
の
宿

連
の
暗
い
影
を
示
し
な
が
ら
不
吉
な
不
安
を
喚
ぷ
「
死
相
」

の
「
易

者
」

。

そ
し
て、

中
心
的
形
象
イ
メ
ー
ジ
の
対
照。

「
夢
十
夜
」
（
第
一
夜
）
の
甘
美
な
夢
を
支
え
る
中
心
的
形
象
イ

メ
ー
ジ
が
「
月
の
光
」
と
「
星
の
破
片
」
と
「
遥
の
上
か
ら
」
落
ら

て
来
る
「
露
」
と
「
す
ら
り
と
揺
ぐ
」
「
真
白
な
百
合
」
の
花
で
あ

る
の
に
対
し、
「
死
相
」
の
不
吉
な
死
の
不
安
を
支
え
る
中
心
的
形

象
イ
メ
ー
ジ
は、

日
を
蝕
ん
で
い
く
「
蝦
の
は
ふ
や
う
」
な
彩
と

「
黒
い
烏
」
（

烏
）
の
群
と
「
湿
っ
た
黒
い
土
の
上
に
」

「
重
た
さ

う
に
」
「
黄
色
い
点
を
つ
け
」
る
向
日
葵
の
落
花
で
あ
る。

「
橋
の
下
」
の、

美
し
い
郎
き
を
持
つ
硬
質
な
「
青
金
剛
石
」
と

「
雪
」

は、
「
夢
十
夜
」

（
第
一
夜
）
の
「
月
の
光
」
や
「
星
の
破

片
」

や
「
露
」
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る。
「
羅
生
門
」
の
芥
川
が、

「
歩
＋
夜
」
（
第
一
夜
）
の
彩
迦
下
に
「
死
相
」
を
制
作
し
た
時
と

同
様
に、
「
栖
の
下
」
の
強
い
影
響
を
受
ナ
な
が
ら
も、

そ
の
「
橋

囲
⑤

の
下
」

の
持
つ
天
上
的
形
象
イ
メ
ー
ジ
を
受
容
し
な
か
っ
た
の
は、

芥
川
自
身
の
内
的
必
然
性
に
基
づ
く
も
の
と
見
て
よ
か
ろ
う。

こ
こ
で、

漱
石
の
天
上
的、

植
物
的
形
象
ィ
メ
ー
ジ
と
は
対
照
的．

な
地
上
的、

動
物
的
形
象
イ
メ
ー
ジ
を
核
と
す
る
「
羅
生
門
」
の
形

象
モ
チ
ー
フ
と
認
識
志
向
に
注
目
し
て
み
た
い。

A
当
時
香
い
た
小
説
は、
「
羅
生
門
」
と
「
外
」
と
の
二
つ
だ
っ

た。

自
分
は
半
年
ば
か
り
前
か
ら
悪
く
こ
だ
は
っ
た
恋
愛
問
題
の

影
圏
で、

独
り
に
な
る
と
気
が
沈
ん
だ
か
ら、

そ
の
反
対
に
な
る

可
く
現
状
と
懸
け
離
れ
た、

な
る
可
＜
愉
快
な
小
説
が
苔
き
た
か

っ
た。

そ
こ
で
と
り
あ
へ
ず
先、

今
昔
物
語
か
ら
材
料
を
取
っ
て、

こ
の
二
つ
の
短
筒
を
脊
い
た。

苔
い
た
と
云
っ
て
も
発
表
し
た
の

は
「
羅
生
門
」
だ
け
で、
「
廃
」
の
方
は
ま
だ
中
途
で
止
っ
た
き
り、

暫
く
は
片
が
つ
か
な
か
っ
た
寸（
あ
の
項
の
自
分
の
事
＾
別
稿
＞）

「
悪
く
こ
だ
は
っ
た
恋
愛
問
題
」
が
「
羅
生
門
」
の
重
要
な
形
象

モ
チ
ー
フ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る。．
破
恋
の
低
痕
は、

い
く
つ
か
の
笛
簡
に
覗
く
こ
と
が
で
き
る
が、

恋
人
の
イ
メ
ー
ジ
形

象
と
か
芥
川
の
心
象
風
景
に
結
び
つ
く
も
の
と
し
て
は、

と
り
わ
け、
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歌
が
重
い
意
味
を
持
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る。

•
•
.

 

《
か
ば
か
り
に
苦
し
き
も
の
と
今
か
知
る
「
涙
の
谷
」
を
ふ
み
ま

ど
ふ
こ
と

••••
 

．

や
す
ら
か
に
も
の
語
る
可
き
日
も
あ
ら
む
天
つ
日
影
を
仰
ぐ
日
も

あ
ら
む
》
（
大
正
．
4
．
3
.
9、
藤
岡
蔵
六
宛
書
簡、

傍
点
引

用
者
）

こ
の
歌
は、

悲
哀
へ
の
沈
潜
が
地
上
的
イ
メ
ー
ジ
に、

そ
し
て、

安
息
へ
の
希
望
が
天
上
的
イ
メ
ー
ジ
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
く
一
般

的
に
も
事
例
の
多
い
歌
の
類
に
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
が、

恋
人
を

・
「
藤
の
花
」
に
象
徴
し、

破
恋
の
苦
衷
を
詠
む
次
の
よ
う
な
歌
は、

芥
川
固
有
の
感
性
の
強
く
利
い
た
重
要
な
歌
と
い
え
よ
う。

《
人
疫
の
上
を
し
ぬ
び
て
日
も
す
が
ら
藤
の
垂
花
わ
が
見
守
る
は

ゃ藤
の
花
ゆ
り
ゆ
る
A
む
た
ほ
そ
ぼ
そ
香
こ
そ
と
ひ
来
れ
物
思
へ
と

ふ
と
と

う
つ
と
な
く
眼
を
細
む
れ
ば
藤
の
花
睫
毛
の
ひ
ま
に
さ
ゆ
ら
げ
る

．

か
も
》
（
大
正
4
.
5
.
13、

井
川
恭
宛
書
簡
）

植
物
的
イ
メ
ー
ジ
「
藤
の
花
」
は、

す
で
に
人
妻
と
な
っ
た
恋
人、

吉
田
弥
生
の
洗
錬
さ
れ
た
華
麗
な
魅
惑
を
象
徴
す
る
も
の
と
見
て
よ

か
ろ
う。
こ
の
三
首
の
歌
と
次
の
三
首
の
歌
と
を、

順
序
を
追
っ
て

そ
れ
ぞ
れ
照
応
さ
せ
て
み
る
時、

芥
川
の
弥
生
に
寄
せ
る
愛
の
特
性

は
一
層
明
瞭
な
も
の
に
な
っ
て
く
る。

《
せ
ん
す
べ
も
な
け
れ
ば
君
ゆ
お
く
り
来
し
写
真
を
み
つ
、
時
か

ぞ
へ
け
り

ね
こ
ろ
ぴ
て
あ
が
思
ひ
居
れ
ば
み
だ
ら
な
る
女
の
に
ほ
ひ
し
ぬ
ぴ

来
に
け
り

眼
つ
ぷ
れ
ど
肌
の
ぬ
く
も
り
か
な
し
く
も
あ
に
こ
そ
通
へ
い
ら
が

な
し
く
も
》
（
大
正
4
.
6
頃、

山
本
喜
営
司
宛
宙
簡
）

こ
こ
に
浮
ぷ
愛
は、

翌
I
N
N
L
I
C
H
に
な
り
や
す
い
」
艶

麗
な
愛
で
あ
る。
「

愉
盗
」
に
お
い
て、

藤
判
官
の
屋
敷
の
侍
と

「
淫
な
冗
談
を
云
ひ
か
は
」
（
四
）
す
「
沙
金
」
に
「
白
地
に
う
す

•
•
•
•

 

紫
の
模
様
の
あ
る
衣
」
（
同、

傍
点
引
用
者
）
を
若
せ
る
芥
川
は、

藤
の
花
の
象
徴
的
イ
メ
ー
ジ
と
「
沙
金
」
と
を
重
ね
合
わ
せ、
己
れ

の
心
を
深
く
魅
了
し
た
弥
生
と
い
う
女
の
正
体
と
対
決
し
よ
う
と
し

て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う。

'

こ
の
よ
う
に、
イ
メ
ー
ジ
形
象
を
辿
っ
て
い
く
時、

動
物
的
形
象

イ
メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
統
一
さ
れ
た
「
羅
生
門
」
に
は、

弥
生
と
い
う

「
女
」
そ
の
も
の
を
認
識
視
座
に
乗
せ
よ
う
と
す
る
芥
川
の
形
象
モ

チ
ー
フ
は
見
出
し
が
た
く
な
っ
て
く
る。
そ
れ
は、
「
愉
盗
」
の
世

界
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り、
「
羅
生
門
」
の
芥
川
は、

弥
生
と
の
結
婚
に
強
硬
な
反
対
を
つ
ゞ
け
た
養
家
と
自
分
と
の
人
間

関
係
の
原
拠
を
捉
え、

新
た
な
自
己
確
立
の
契
機
を
獲
得
す
ぺ
き
必

要
に
迫
ら
れ
て
い
た
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か。

《
私
は
随
分
苦
し
い
目
に
あ
っ
て
来
ま
し
た。
又
現
に
あ
ひ
つ
A
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あ
り
ま
す

如
何
に
血
族
の
関
捩
が
稀
珂
な
も
の
で
あ
る
か

如

何
に
イ
ゴ
イ
ズ
ム
を
離
れ
た
愛
が
存
在
し
5

な
い
か

如
何
に
相
互

の
理
解
が
不
可
能
で
あ
る
か

如
何
に
「
真
」
を
見
る
事
の
苦
し

い
か
，

さ
う
し
て
又
如
何
に
「

真
」
を
他
人
に
見
せ
し
め
ん
と
す

る
事
が
悲
劇
を
賣
す
か
》
（
大
正
4
.
4
.
23、

山
本
喜
誉
司
宛

書
簡
）

と
こ
ろ
で、

こ
の
血
族
関
係
の
原
拠
を
捉
え
よ
う
と
す
る
認
識
志

向
と
「
な
る
可
く
現
状
と
懸
け
離
れ
た
へ

な
る
可
＜
愉
快
な
小
説
」

を
目
指
す
造
形
志
向
と
の
二
つ
の
志
向
は、

「
羅
生
門
」
に
お
い
て

統
一

的
に
形
象
化
さ

助
H
ぃ
る
と
は
い
い
が
た
い
の
で
あ
る。

芥
川

自
身
に
と
っ
て
も、

瓶
」
造
り
が
「
鉄
瓶
」
に
な
っ
た
よ
う
な

も
の
と
い
う
意
に
反
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が、

こ
の
破
綻
要
因
は、

「
仙
人
」
の
世
界
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か。

「
垢
じ
み
た
道
服
を
着
て、

鳥
が
巣
を
く
ひ
さ
う
な
頭
を
し
た、

見
苦
し
い
」
（
中
）
老
道
士
に
対
し
「
何
と
か
語
を
か
け
な
け
れ
ば、

な
ら
な
い
や
う
な
気
」
（
同
）
を
起
す
李
小
二
の
気
持
に
は、

「
同

情
」
（
同
）
の
外
に
「
世
故
」
（
同
）
の
「
つ
け
て
し
ま
っ
た
」

「
習
慣
」
（
同
）
の
働
き
か
け
が
あ
り、

ま
た、

老
道
士
に
比
べ
て

「
自
分
の
方
が、

生
活
上
の
優
者
」
（
同
）
で
あ
る
と
思
う
時、

「
何
と
な
く
こ
の
老
人
に
対
し
て
済
ま
な
い
や
う
な
心
も
ち
が
し
」

「
談
柄
を、

生
活
難
に
落
し
」
（
同
）
て
話
す
李
小
二
の
気
持
に
は、

他
者
中
心
の
過
度
の
思
い
や
り
を
見
る
こ
と
が
で
き
る。

世
故
の
つ

け
て
し
ま
っ
た
習
慣
を
大
事
に
し、

他
者
中
心
の
過
度
の
思
い
や
り

に
よ
っ
て
己
れ
の
感
情
や
思
考
を
抑
制
し、

そ
し
て
、

す
で
に
見
て

き
た
「
相
対
の
論
理
」
に
よ
っ
て
鼠
と
か
老
道
士
を
慰
め
る
こ
の
李

小
二
の
思
い
に
は、

「
ひ
よ
っ
と
こ
」
の
平
吉
を
通
し
て
己
れ
の
下

町
的
精
神
風
土
に
染
っ
た
分
裂
的
危
機
原
質
を
明
確
に
見
定
め
な
が

ら
も、

そ
れ
を
単
な
る
相
対
化
の
思
弁
処
理
に
よ
っ
て
克
服
す
る
こ

と
し
か
で
き
な
か
っ
た
芥
川
の
実
生
活
に
お
け
ろ
弱
さ
が
深
く
関
っ

て
い
た
と
い
え
よ
う。

．

こ
う
し
た
李
小
二
を
描
く
段
階
の
芥
川
に
と
っ
て、

新
た
な
生
を

開
示
す
る
た
め
の
飛
躍
的
な
契
機
を
見
出
す
こ
と
は
到
底
で
き
な
い
。

老
道
士
の
仙
術
に
驚
嘆
す
る
時
点
の
李
小
二
に
は、

「
仙
に
し
て、

乞
弓
を
し
て
歩
く
」
（

下
）
老
道
士
の
高
い
坑
地
は
見
え
て
は
い
な

い
の
で
あ
り、

ま
た、

最
終
章
に
お
い
て
「
陶
朱
の
富
を
得
」
（
同
）

る
李
小
二
に
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る。

芥
川
の
深
い
共
感
は、
「
橋

の
下
」
に
お
け
る
プ
ウ
テ
ェ
の
共
感
が
弱
者
よ
り
強
者
に
転
身
し
た

副
主
人
公
に
示
さ
れ
た
よ
う
に、

や
は
り、

弱
者
よ
り
強
者
に
転
身

し
た
副
主
人
公、

老
道
士
に
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る。

し
か
し、

李
小
二
の
「
相
対
の
論
理
」
を
超
脱
し
た
老
道
士
の
高
次
な
「
相
対

の
論
理
」
に
寄
せ
る
芥
川
の
共
感
は、

老
道
士
の
仙
術
の
余
韻
の
中

に
具
象
化
さ
れ
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
。

つ
ま
り、

「
仙
人
」
の

芥
川
は、

仙
術
の
上
に
さ
ら
に
人
生
観
の
説
明
を
加
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
意
外
性
の
強
調
に
傾
き、

「
橋
の
下
」
の
末
尾
に
見
ら
れ
る
よ
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う
な
重
い
余
韻
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る。

「
垢
じ
み
た
道
服
を
符
て、
烏
が
巣
を
く
ひ
さ
う
な
頭
を
し
た
」

（
中）
老
道
士
が
「
見
苦
し
」
（
周
）
＜
「
無
気
味
な
」
（
同
）
も

の
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど、
仙
術
の
意
外
性
と
逆
転
剌
の
面
白
み
は
倍

加
す
る
の
で
あ
り、
作
品
末
尾
に
お
け
る
老
迫
士
の
意
外
な
人
生
似

の
付
加
も
同
様
の
効
果
を
持
つ
も
の
で
あ
る
が、
こ
の
忍
外
性
の
強

曲
に
険
く
知
的
な
造
形
志
向
は、
生
の
深
淵
の
不
可
思
議
な
深
み
を

モ
ザ
イ
ク
化
す
る
破
綻
を
見
せ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か。

．
こ
れ
は、
「
羅
生
門
]
に
お
い
て
も
同
様
に
見
ら
れ
る
頒
向
と
い
え

よ
う。

「
イ
ワ
ン
・
イ
リ
ッ
チ
の
死
」
の
影
響

「
羅
生
門
」
に
お
け
る
形
象
イ
メ
ー
ジ
は、
す
で
に
見
て
き
た
よ

う
に、
意
識
的
に
選
訳
さ
れ
た
地
上
的、
動
物
的
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る。

こ
れ
は、
吉
田
弥
生
と
の
愛
の
破
局
が
混
す
芥
川
の
陪
い
思
い
と
密

治
し
た
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
が、
こ
の
当
時
の
芥
川
の
賠
い
内
而
は、

次
の
也
簡
の
中
に
明
確
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る。

〈〈
イ
ゴ
イ
ズ
ム
を
は
な
れ
た
愛
が
あ
る
か
ど
う
か
（
路）
ィ

ゴ
イ
ズ
ム
の
な
い
愛
が
な
い
と
す
れ
ば
人
の
一
生
程
苦
し
い

も
の
は
な
い
／
周
囲
は
醜
い

自
分
も
醜
い

そ
し
て
そ
れ

を
目
の
あ
た
り
に
見
て
生
き
る
の
は
苦
し
い

し
か
も
人
は

そ
の
ま
A
生
き
る
事
を
強
ひ
ら
れ
る

一
切
を
神
の
仕
業
と

す
れ
ば
神
の
仕
様
は
悪
む
ぺ
き
嘲
弄
だ
／（
略）

／
僕
に

は
こ
の
ま
A
回
避
せ
ず
に
す
ヽ
む
ぺ
く
強
ひ
る
も
の
が
あ
る

そ

の
も
の
は
僕
に
固
囲
と
自
己
と
の
す
ぺ
て
の
醜
さ
を
見
よ
と
命
ず

る

僕
は
勿
論
亡
び
る
項
を
恐
れ
る

し
か
も
俣
は
亡
び
る
と
云

ふ
予
感
を
も
ち
な
が
ら
も
此
も
の
の
声
に
耳
を
か
た
む
け
ず
に
は

ゐ
ら
れ
な
い
》
（
大
正
•
4
.
3
.
9、
井
川
恭
宛
苫
愉）

弥
生
と
の
愛
の
破
局
が
閃
す
苦
憐
の
中
で
磁
ら
れ
た
こ
の
苔
簡
内

容
が、
暗
い
生
の
認
澁
に
包
ま
れ
て
い
る
の
は
当
然
の
結
果
で
あ
り、

芥
川
の
こ
の
思
い
に
偽
り
の
あ
る
は
ず
も
な
い
が、
し
か
し、
こ
の

占
簡
内
容
の
「
用
紺
」
と
「
発
想

形式
」
の
特
徴
に
注
意
し
て
み
る

時、
そ
こ
に
は、
ト
ル
ス
ト
イ
の
r
イ
ワ
ン
・
イ
リ
ソ
チ
の
死
」
の

強
い
彩
態
が
見
え
て
く
る
の
で
あ
る。

ま
ず
第一
は、
「
ィ
ゴ
イ
ズ
ム
」
と
「
生
仔
苗
の
寂
災
」
に
つ
い

て
の
認
識
で
あ
る。
こ
れ
は、
「
イ
ワ
ン
・
イ
リ
ッ
チ
の
死
」
の
前

半
部
を
整
迎
し
た
人
間
乃
至
は
生
の
認
識
と
重
な
り
合
う
も
の
で
あ

る。
イ
ワ
ン
・
イ
リ
ッ
チ
は
「
オ
能
に
岱
」
（
二
）
み、
「
快
活
で

人
が
よ
く
」
「
社
交
的
な
人
閻
」
（
同
）
で
あ
っ
た
が、
常
に
立
身

出
批
を
計
菰
す
る
「
低
向
」
（
同）
を
持
つ
男
で
あ
る。
妻
に
は

「
使
宜
」
（
周）
と
阻
閥
通
用
の
「
上
品
な
外
部
形
式
」
の
み
を
要

求
し
て
い
る。
一
方、
彼
の
妻
は、
妊
娠
後
か
ら
「
嫉
妬
し
」
「
機

姉
と
り
を
要
求
し
」
（
同
）
な
に
か
に
つ
け
て
は
し
た
な
く、
出
産
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．
後
は
「
い
よ
い
よ
口
や
か
ま
し
く、

怒
り
っ
ぼ
」
（
同
）
く
な
っ
て

い
く
女
で
あ
る。
結
婚
当
初
の
「
琴
忍
相
和
」
（
三
）
の
生
活
を
蘇

ら
せ
る
の
は、
「
同
僚
よ
り
二
級
も
上
の
役
」
（
同
）
と
か
「
立
派

な
住
居．」
（
同）
を
手
に
し
得
る
時
で
あ
る。
こ
の
我
執
と
欺
脳
に
蔽

わ
れ
た
二
人
の
生
活
が
芥
川
の
脳
裡
に
喚
び
起
す
も
の
は、
「
イ
ゴ

イ
ズ
ム
を
は
な
れ
た
愛
が
あ
る
か
ど
う
か
」
と
い
う
疑
念
で
あ
り、

こ
れ
は
そ
の
ま
A‘

芥
川
自
身
の
生
活
問
題
を
整
理
し
て
い
く
重
要

な
人
間
認
識
と
し
て
定
着
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か。

第
二
は、
「
周
囲
は
戯
い

自
己
も
醜
い
（
略
）
一
切
を
神
の
仕

業
と
す
れ
ば

神
の
仕
菜
は
悪
む
ぺ
き
簡
弄
だ
」
と
い
う
思
い
で
あ

る。
こ
の
醜

農
人
間
存
在
と

碑
暉
苦
の
自
党
の
も
と
で
神
へ
の
慎

憑
を
吐
函
す
る
発
想
形
式
は、

対
人
的
に
極
度
に
和
解
的
な
」
下

町
的
精
神
風
土
に
根
ざ
し
た
も
の
と
は
言
い
が
た
い。
こ
れ
は、

医

師
の
診
断
や
炭
の
配
慮
に
虚
偽
の
覆
面
を
見、

疑
惑
と
憤
憑
と
恐
怖

と
孤
独
の
惧
悩
の
中
で
「
子
供
の
よ
う
に
声
を
あ
げ
て
泣
き
」
（
九）

な
が
ら
「
自
分
の
頼
り
な
さ
を
思
い、

自
分
の
恐
ろ
し
い
孤
独
を
思
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い、
人
閥
の
残
酷
さ
を
思
い、

神
の
残
酷
さ
を
思
い、

神
の
存
在
し

．

．

．

．

．

．

 

な
い
こ
と
を
思
」
（

同、
傍
点
引
用
者
）
う
イ
ワ
ン
・
イ
リ
ッ
チ
の

思
い
に
誼
な
り
合
う
も
の
で
あ
る。

第
三
は、
「
亡
び
る
と
い
ふ
予
感
を
も
ら
な
が
ら
」
「
周
囲
と
自

己
と
の
す
ぺ
て
の
醜
さ
」
を
汲
視
し
よ
う
と
す
る
蒟
迫
で
あ
る。
こ

れ
は、

深
い
惧
悩
の
中
で
「
魂
の
声
」
（
九
）
に
耳
を
傾
け
な
が
ら、

「
大
が
か
り
な
欺
載
」
（

同
）
に
蔽
わ
れ
た
自
他
の
生
活
の
す
べ
て

を
凝
視
す
る
イ
ワ
ン
・
イ
リ
ッ
チ
の
衝
迫
に
照
応
す
る
も
の
で
あ
る。

こ
の
よ
う
に、
こ
れ
ま
で
段
糊
と
し
て
い
た
人
間
お
よ
び
生
の
認

滋
が、

暗
い
影
を
背
負
い
な
が
ら
も
芥
川
の
認
識
視
座
に
お
い
て
明

確
に
整
理
さ
れ
た
の
は、

ト
ル
ス
ト
イ
の
煽
眼
の
助
力
に
よ
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る。
も
っ
と
も、

小
柄
な
中
学
生
の
息
子
の
無
垢
な
魂

に
祖
れ、

炭
に
対
す
る
伯
想
や
肉
体
の
苦
痛
や
死
の
恐
怖
な
ど
を
超

脱
し
て
い
っ
た
イ
ワ
ン
・
イ
リ
ッ
チ
の
法
悦
の
税
を
下
町
的
梢
神
土

俄
の
中
に
探
し
あ
て
る
余
裕
は
芥
川
に
は
認
め
ら
れ
な
い。

右
引
用

の
井
川
恭
宛
の
廿
簡
を
記
す
芥
川
は、

そ
の
末
尾
に
お
い
て、
た
ゞ
、

感
倦
的
な
抒
惜
に
眈
る
よ
り
外
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る。
こ
の
こ
と

は、

そ
の
ま
、ヽ
「
羅
生
門
」
の
形
象
に
も
投
影
し
た
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
り、
「
靴
生
門
」
の
芥
川
は、

救
抜
の
た
め
の
認
識
志
向

を
留
保
し、

自
他
の
「
醜
さ
」
の
凝
視
に
傾
斜
し
て
い
た
と
い
え
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か。

《
彼
は
い
つ
死
ん
で
も
悔
い
な
い
や
う
に
烈
し
い
生
活
を
す
る
つ

も
り
だ
っ
た。
が、

不
相
変
投
父
母
や
伯
母
に
遠
磁
勝
ら
な
生
活

を
つ
づ
け
て
ゐ
た。
そ
れ
は
彼
の
生
活
に
明
暗
の
両
面
を
造
り
出
し

た。
》
（
或
阿
呆
の
一
生、
三
十
五
）

「
遠
慮
暉
比
な
生
活
」
の
造
り
出
す
「
明
暗
の
両
面
」
が
様
々
に

屈
折
し、

、「
同
一
の
人
物
あ
る
い
は
対
象
に
対
し
て、

啓
敬
と
恐
れ、

愛
俯
と
悧
し
み、

高
役
と
卑
下
な
ど
の
相
反
す
る
感
梢
を
同
時
に
表

ー］．祝トー



現
す
る
」
と
い
う
ア
ン
ビ
パ
レ
ン
ス
の
心
理
を
芥
川
の
心
底
に
形
成

し
て
い
っ
た
の
は
自
然
の
結
果
と
い
え
よ
う。

実
父
が
ど
れ
ほ
ど
の

「
巧
言
令
色
を
弄
し
」
（
点
鬼
薄、
三
）
て
芥
川
を
実
家
に
迎
れ
戻

そ
う
と
し
て
も、
「
一
度
も
効
を
奏
さ
な
か
っ
た
」
（
同
）
の
は、

芥
川
が
「
養
家
の
父
母
を、

ーー＇
殊
に
伯
母
を
愛
し
て
ゐ
た
か
ら
だ

っ
た」
（
同
）
が、

そ
れ
で
い
て
芥
川
は、
「
彼
よ
り
背
の
低
い、

頭
の
禿
げ
た
父
」
（
大
導
寺
信
輔
の
半
生、
三
）
の
み
す
ぼ
ら
し
さ

を
悧
み、

ま
た、

父
母
の
「
貧
困
に
発
し
た
偽
り
」

（
同
）
を
憎
み、

．
さ
ら
に
は、

両
親
に
対
し
て
「
大
狙
に
狡
猾
に
嘘
を
つ
」
（
同
）
＜

こ
と
に
「
神
を
殺
す
の
に
似
た
愉
快
」
（
同
）
を
さ
へ
感
じ、
そ
し

て、

伯
母
と
は
「
度
た
び
」
「
岨
嘩
を
し
」
（
或
阿
呆
の
一
生、
三）

互
に
「
苦
し
め
合
ふ
」
（
同
）
の
で
あ
る。
「
仙
人
」
に
お
け
る
李

小
二
の
相
対
化
の
思
弁
処
理
を
超
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
羅
生
門」

の
芥
川
は、

こ
の
ア
ン
ピ
バ
レ
ン
ス
の
心
理
の
中
に
自
他
の
醜
さ
の

正
体
を
探
り
な
が
ら、
そ
れ
に
或
る
積
極
的
な
生
の
意
味
を
付
与
し

ょ
う
と
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か。

・

「
六
分
の
恐
怖
と
四
分
の
好
奇
心
」
、
「
老
婆
に
対
す
る
は
げ
し

い
憎
悪
」
と
「
あ
ら
ゆ
る
悪
に
対
す
る
反
感
」
、
「
憎
悪
の
心
を
」

「
冷
ま
し
」
「
老
婆
の
生
死
」
を
「
支
配
」
し
た
「
得
意
と
漢
足
」
、

む
す
び

「
老
婆
に
対
す
る
は
げ
し
い
憎
悪
」
と
「
冷
や
か
な
侮
蔑
」
、

そ
し

て、＇
「
老
婆
を
捕
へ
た
時
」
と
は
「
反
対
な
方
向
に
動
」
＜
「
勇
気
」

ー
こ
れ
ら
矛
盾
を
持
つ
多
様
な
心
理
の
起
伏
は、

暗
い
反
日
常
的

な
世
界
の
無
気
味
な
雰
囲
気
に
支
え
ら
れ、

社
会
的
な
規
範
と
か
日

常
的
な
生
活
習
慣
と
か
合
理
的
な
思
考
判
断
を
超
え
た
自
然
情
動
と

し
て
の
反
射
的
な
動
き
を
見
せ
て
い
る。

．

冒
頭、

羅
生
門
の
前
に
行
み
な
が
ら
「
盗
人
に
な
る
」
決
断
を
下

し
か
ね
て
い
る
下
人
の
悩
み
に
は、
二
者
択
一
の
お
藤
の
中
か
ら
新

た
な
可
能
性
を
開
こ
う
と
す
る
求
追
的
志
向
の
劇
軸
が
覗
い
て
い
た

と
い
え
る
が、

暗
い
反
日
常
的
な
世
界
の
無
気
味
な
雰
囲
気
に
包
ま

れ
た
反
射
的
自
然
情
動
は、

下
人
の
求
道
的
な
相
剋
葛
藤
の
緊
迫
感

よ
り
も
反
日
常
的
世
界
の
意
外
性
の
興
趣
を
描
く
生
み、

求
道
的
志

向
の
深
化
を
果
し
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
の
で
あ
る。

結
末
部
に
お
い
て、

老
婆
の
悪
の
論
理
を
聞
き
な
が
ら
抱
く
下
人

の
「
勇
気
」
は、
老
婆
の
論
理
性
を
支
え
に
し
た
も
の
と
見
る
こ
と

は
で
き

瞥。
そ
れ
は、
三
好
行
雄
氏
が
着
目
さ
れ
て
い
る
よ
う
に、

下
人
は

お
な
じ
詮
理
を
」
「
認
識
の
内
部
に
す
で
に
育
て
て
い
た
」

か
ら
で
あ
る
が、
さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は、

老
婆
の
話
が
終
っ
た
時、

「
き
っ
と、

さ
う
か
」
と
「
嘲
る
や
う
な
声
で
念
を
押
」
す
下
人
の

冷
や
か
な
侮
蔑
の
感
情
が、
こ
れ
ま
で
の
多
様
な
心
理
の
起
伏
と
呼

応
し、

反
射
的
な
自
然
情
動
と
し
て
働
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る。
老

婆
の
悪
の
論
理
を
逆
手
に
取
る
下
人
の
こ
の
反
射
的
情
動
に
は、

両
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親
に
蛯
を
つ
く
信
輔
の
「
神
を
殺
す
の
に
似
た
愉
快
」
（
大
導
寺
信

．
輛
の
半
生、

三
）
な
感
情
と
か
海
女
を
海
に
飛
び
込
ま
せ
る
信
輔
の

友
の
「
残
酷
な
微
笑
」
（
同、
六
）
が
投
影
し
て
い
る
の
で
あ
り、

さ
ら
に、．
そ
の
根
底
に
は、

他
者
中
心
の
過
度
の
思
い
や
り
に
生
き

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
芥
川
自
身
の
下
町
的
精
神
風
土
に
対
す
る

反
逆
精
神
が
強
く
働
い
て
い
た
と
い
え
よ
う。

．

・

「
羅
生
門
」
の
芥
川
は、

社
会
的
な
規
範
と
か
日
常
的
な
生
活
習

慎
と
か
合
理
的
な
思
考
判
断
を
超
え
た
原
初
的
人
間
の
赤
裸
々
な
命

の
深
部
を
小
気
味
よ
く
淡
惨
に
生
々
と
描
き
あ
げ
て
お
り、
こ
こ
に

は、

倫
理
的
求
追
作
家
と
い
う
よ
り
も
反
日
常
的
世
界
の
彫
琢
を
き

わ
め
る
造
形
作
家
と
し
て
の
特
性
が
大
き
く
結
実
し
て
い
る
と
い
え

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か。

〈
注
〉

(
l
)
吉
田
精
一
著
「
芥
川
龍
之
介
の
芸
術
と
生
活
」
（
昭
和
27
.

10、

河
出
喬
房
）

(
2
)
「
芥
川
龍
之
介
の
出
発
と
「
諸
国
物
語
」
—'
「
羅
生
門」
悠

考
」
（
「
森
鴎
外
の
世
界
」
〈
昭
和
46
.
5、

講
該
社
〉
所
収
）

(
3
)
「
芥
川、

菊
地
の
こ
と
な
ど
」
（
駒
沢
大
学
研
究
紀
要
8、

昭
和
55
.
8
)

．

(
4
)
水
谷
昭
夫
氏
は、

こ
の
影
響
に
す
で
に
若
目
さ
れ
て
い
る。

（
「

芥
川
龍
之
介
の
世
界
」
〈
実
方
清
編
著
「
日
本
近
代
小
説
の

世
界
」
昭
和
44
.
11、

清
水
弘
文
蛍
書
房
〉
所
収
）

(
5
)
坂
本
浩
著
「
『．
夢
十
夜」
の
理
念
と
構
想
1
人
間
存
在
の
探

求
ー」
（
「
近
代
作
家
の
深
層
心
理
」
〈
昭
和
49
.
9、

明
治
苔

院
〉
所
収
）

(
6
)
も
っ
と
も、
「
老
狂
人
」
に
お
い
て、
「
夕
た
そ
が
れ
の
中
」

に
「

ほ
の
白
く
」
咲
く
「

白
粉
の
花
」
と
そ
の
「
花
の
上
を
流
れ
」

る
月
の
「

青
い
光
」
を
鮮
明
な
イ
メ
ー
ジ
に
結
品
さ
せ
た
芥
川
が、

「
或
日
の
大
石
内
蔵
助
」

丑i

生絵巻」
な
ど
の

作品
で、
天
上
的電

植物的
イ
メ
ー
ジ
を

具象化し
て
い
る

反面

も見逃
す
こ
と
が
で
き
な
い。

(
7
)
山
本
喜
誉
司
宛
符
簡
（
大
正
5
.
8
.
1
)
の
中
に
「
や
、

と
も
す
る
と
S
I

N
N
L
I

C
H
に
な
り
や
す
い
Y
の
事
」
と
い

゜

う
言
葉
が
あ
る

(

8
)

「
ー
つ
の
作
品
が
出
来
上
る
ま
で
」
（
大
正
9
.

8
)

(
9
)
芥
川
が
「
イ
ワ
ン
・
イ
リ
ッ
チ
の
死
」
を
読
了
し
た
の
は
大

正
四
年
二
月
二
十
八
日
付
の
井
川
恭
宛
の
雹
簡
か
ら
明
ら
か
で
あ

り、

大
正
四
年
三
月
九
日
は
読
了
直
後
で
あ
り、

強
い
影
圏
が
あ

っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
あ
る
ま
い。

(
10
)
中
村
真一
郎
著
「
芥
川
・
堀
・
立
原
の
文
学
と
生
」
（
昭
和

55
.
8、

新
潮
社
）

(
11
)
岩
井
究
著
「
芥
川
龍
之
介
ー
芸
術
と
病
理
ー」
（
昭
和
53
.

6、

金
剛
出
版
）

(
12
)
「
芥
川
龍
之
介
論
」
（
昭
和
51
.
9、

筑
摩
橙
房
）

（
岡
山
県
立
短
期
大
学
講
師）
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